先天性股関節脱臼後に生じた高度骨頭変形に対する大腿骨骨切り術を併用した寛骨臼回転骨切り術の治療成績 by Minagawa, Hiroshi
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分野 の名称
学 位 授 与 番 号
学位授 与 の 日付
学位 授 与 の要件
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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
【目的】当科では先天性股関節脱臼の加療後に大腿骨頭壊死を生 じ高度骨頭変形をきた












平均18.90､ATDは平均-ll.1mmから平均 12.4mm､ OFHDは平均 18.3mmから平均 14.6mmと
改善していた｡関節裂隙は平均 4.1mmから平均 3.9mmと有意な変化はなく保たれていた｡




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､先天性股関節脱臼の加療後に大腿骨頭壊死を生 じ､高度骨頭変形をき
たした股関節症症例に対 し､術前の関節造影に基づいて大腿骨骨切 り術を併用した
寛骨臼回転骨切 り術による治療を行った場合の術後成績を調査 したものである｡Ⅹ
線像から得られる各種パラメーターおよび臨床評価について､従来法では得られな
かったような良好な結果を得ていることを示 した｡これは､先天性股関節脱臼の加
療後に大腿骨頭壊死を生 じ､高度骨頭変形をきたした股関節症の治療に関して､同
法による手術が有益であることを示した重要な研究であると認める0
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
